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『第5回学⽣が選ぶインターンシップアワード』 企業応募データ ①
NO.　　　

企業・団体情報 インターンシップ情報

オリエンテーション　事前学習（実施項⽬） フィードバック内容詳細（⾃由記述）

オリエンテーション　事前学習 内容詳細（⾃由記述）

フォローアップ　事後学習（実施項⽬）

インターンシップ　実施項⽬ フォローアップ　事後学習（⾃由記述）

インターンシップ　内容詳細（⾃由記述）

⼯夫ポイント（⾃由記述）

教育的効果（⾃由記述）

改善活動（⾃由記述）

協⼒社員の属性

具体的社員交流

200075

200075

モノづくり×自分づくり5daysインターン『エンジニア体験でオリジナルプレートづくり』

2021年8月　2021年9月

2 10 4

理系学生のみを対象

大学1・2年生の募集対象ではあったが特に積極的に募集は行っていない

はい

いいえ

いいえ 交通費の支給あり　その他 交通費支給あり(一律　千円支給) 県外学生には、加えて一部追加補助あり。昼食の支給

全て対面で実施

【実務体験】実際の業務を一部実施　【疑似体験】課題に対するグループワーク（企画立案、課題解決、プレゼンなど）　【疑似体験】課題に対する個人ワーク　【交
流】社員の同行等による仕事見学やオフィス・工場・研究所などの職場見学　【交流】社員との座談会　【その他】職業適性・自己理解などを深めるワーク　【その
他】人事や社員による講義・レクチャー　【その他】就職活動に対するアドバイス・レクチャー　その他

・オリジナルデザインしたプレートを製作！
　(製図⇒CADで3D設計⇒機械加工⇒手加工⇒品質検査)
　自分が考えたデザインを設計から加工、精度検査(いかに設計図通りできているか)までを社内生産工程に沿って、加えて業務を体験
しながら実施。最後には、社長、部長の前でプレゼンテーションを行い、発表。
・自己分析では、ワークシートへの書き出しから始まり、社員・参加学生同士のフィードバック、ミニ適性検査と他己分析＋データを
取り入れ、学生本人の納得のいく自己分析結果を作成

27

社長　部長　課長（マネージャー）　主任（チームリーダー）　若手社員　その他

製作実習、就活準備セミナーは、リクルーター(中堅社員)。
プレゼン大会には、社長、部長を中心の経営陣も参加。
ランチミーティングには、元インターン生だった若手社員が登場。
『沢山の種類の大人と接し、様々な選択肢を持ってほしい』をコンセプトに、社内の生産工程を担う様々な職種の“大人たち”が接す
る設計を採用。参加学生が自分の目標を見つけ、自主的に情報収集が行える社員の配置を意識。
設計、手加工工程の実習では、昨年以前の5daysインターン参加生でもあった若手社員たちがアテンドを務め、参加学生の製作希望のプ
レートの実現にともに奮闘。
まず社員たちに注力してもらっていることは、『インターンに参加する前に学生は少なからず不安などがある』ということ。こちらか
ら情報を提供することも大切だが、まずは参加学生が発言しやすい環境に重点を置き、『聴く』姿勢を強化することに注力。
3日目午後辺りからは、学生自身が社員の一員のように自然と『◎◎チーフは…』や『●●さんが話していた…』と固有名詞が出てくる
ようになる。

まずは、多様的な自社業務を理解してもらうにあたり、メーカーの“性格”でもある“生産工程”について丁寧に説明。自社の生産工
程だけでは、業界内の比較などができず違いや特色などが見えにくいため、多少の時間や段階を踏む作業が必要だがいくつかの代表的
な生産工程の流れなどから自社のものに落とし込む工夫を行う。また座学だけでは理解しきれいない部分は、パズルを用いながらゲー
ム感覚でメーカーの特徴や違いをつかんでもらう。その上で、各職種(設計や機械加工、営業や総務など)の役割や求められることを、
会社というマップ上で説明していく。その後、そのマップを利用しながら工場見学を行い、各工程を担当している人に直接仕事内容や
どのような姿勢で業務に取り組むかなどをインタビューしていく。
相手の顔が見えるからこそ、現実味のある様子などを聞くことができ、働いている人の様子が見れる対面型インターンの醍醐味を味
わってもらう。また、若手、ベテラン、役職者など様々な社員を出すことによって多角的な視点で業務を知る機会を提供している。

インターンシップを通して自社内で触れた材料や加工方法は、あくまでほんの一部分に過ぎず他の素材や加工方法、工作機械などの道
具があることを実際に同じ工学部や理系学部出身の社員から声掛けしてもらう。それによって、学校で学習することの大切さやそれを
基礎にして、次の実践として就職や企業選択、取り扱い製品などに反映させていくことの必要性を各工程で触れてもらう。
また、最終日の5日目のプレゼンテーションの発表項目と日々実習記録をつけてもらうPDCAを使ったワークシートでは『インターンで得
たもの』から『インターンシップ後のアクション』を考えさせる機会を設定している。

①元インターン生である若手社員の起用
実際に過去5daysインターン生であった若手社員を登用し、インターン生だった時にしてほしかったこと、もっとこんなことができたらよかった、こう
してもらえてうれしかった、学びがあったを実現。
②学生情報の共有
ＥＳの内容はもちろん、事前の電話面談などで聞き取った現在希望している職種や他社や業界のどのような部分に興味を持っているかを、各プログラム
を担当するリクルーター4名(マネージャークラス)1人ずつと共有する時間を設定。学生の希望する内容や現状などを踏まえた説明やプログラム運営を行
えるよう反映している。
③引率の先生的なインターン担当社員(人事)との関係性を設定
参加学生が快適に実習に挑戦し続けれるように申込窓口から参加後の対応まで一貫して同じ社員が対応。それにより学生側からの窓口を固定化し、学生
側からの相談、提案がしやすい関係性を工夫している。現場社員への質問ができなくても、終礼時にインターン担当に相談し後日メニューを変えて、質
問内容を実践し直すこともある。限られた時間の中で、めいっぱい学生が挑戦したいことをともに挑戦できる体制に努めている。

業界・企業・仕事内容の説明　インターンシップの内容説明　インターンシップ参加目的の明確化　学生1人ひとりに対する目標設定　
人事や社員による講義・レクチャー　その他

①工場見学や業界研究(生産工程とはメーカーにとっては何を意味しているのかなど)
②参加学生、インターン担当社員(人事系の数名)の自己紹介
学校や学部、学科はもちろん、実習期間5日間で共通の話題が見つかるよう好きな歌手や食べ物、最近ハマっているものなどラフなやり
取りができる質問項目もある。
③工場入構に伴う安全教育
ケガなく実習を行うことはもちろん、物を作る現場ではそういった考えも仕事をする上で必要になることがわかるように指導。
④座学の時間はＢＧＭを流す
リラックスして発言、行動しやすい空気づくり。社員が喜びそうなひと昔前の曲から事前にヒヤリングしている参加学生が好きな曲な
どを選曲。自然と会話や相互理解しやすい環境を設定。

グループに対する口頭でのフィードバック　個人に対する口頭でのフィードバック　個人に対する書面（評価シート等）でのフィードバック　個人に対する口頭と書面の両方

30分～1時間未満 （2日間以上のプログラムのみ）期間中学生が参加した日は毎回行った

①5日目に行うプレゼン大会では、参加する十数名の社員からフィードバックを行う。後日郵送での配布となるが、すべて個人1人ずつ
に良かった点、今後改善を検討してみると良い点の2種類を送付。
様々な立場、職種の大人からの意見ということがわかるよう、どのような部署の社員のコメントかを明記してフィードバックシートを
作成。
②インターン担当社員(人事)からのＥＳへのフィードバック
参加用に提出してもらったＥＳに1人1人手書きでフィードバックを記入し、最終日に返却する。学生本人の良さを引き出すこと、他者
に理解しやすく表現するために何が不足しているのか、より多角的な発信内容になるようなコメント記入。

インターンシップ終了後の定期的な連絡・フォロー　人事や社員による講義・レクチャー　就職活動に対するアドバイス・レクチャー
　社員との交流会

非上場

夏インターン終了後の11～12月にフォローアップインターンを設定している。夏インターンで学んだことを活かせる新たなモノづく
り、自己理解プログラムを実施。学生によっては夏インターン後の新たな目標をクリアするために参加し、達成しより有意義な挑戦を
行う学生もいる。

50～100人未満

自動車・輸送用機器


